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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　20年　８月　１４日　(木)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　佐々木　健之　　　記録者　月舘　幸子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 患者様への通信物（ハガキ、封書など）が庶務より届いた際には即時に患者様へお渡ししましょう。本日、11日付で病棟に届いているものがあり、患者様に内容を確認していただいたところ、お盆外泊についての内容のものがありました。

· 診療録へ挟み込む書類、書式の穴あけは確実に行いましょう。中途半端な穴あけでは書類の紛失に繋がります。

· 各医師へ提出、受け取る書類に関して記載漏れや他不備がないか確認して提出するようにしましょう。

再提出が必要になるなど2度手間を踏む事になります。

（処置箋の実施者サインがない、各検査の医師の所見がない･･･など）

· CDユニット（Dユニット側？）より三角枕が窓から投げられた形跡があります。（外に枕が落ちていた）患者様の危険行為などないよう観察していきましょう。

＜お盆外泊・外出についての注意事項＞

· 食事発注数に誤りがあるようです。帰院時間を確認し、誤りのないよう発注していきましょう。

· 帰院時、私物ないの危険物の持ち込み、内服薬の飲み忘れがないか確認しましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 吉田　寿雄様･･･ノボリンN　1本処方。

　　　　　　　　　（処方版の確認だけでなく、こういったものの確認も怠らずに行いましょう。）

＜SST事例検討＞

· 参加拒否が強い患者様にはどのように介入し、セッションにおいてどのようなアプローチをすればよいか?

→参加したくない理由はなにか？まずはその理由を明確にしてはどうか？

　淡々と「出なきゃいけない、やらなきゃいけない」という介入では効果がない。

　認知症疾患であることを念頭におき、まずはSSTという誘い方ではなく、皆が集まっているからいってみないか？というようなやさしい雰囲気で誘ってはどうか?

　セッションにおいては無理に質問・回答を求めるのではなく「その場」にいることを大きく評価しても良いのではないか?

　顔を伏せる、上げているという反応を細かく見ることが大切ではないか?







